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物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(堀場儒古 ・陽勸口出男)或 る種の膠質の滲逶壓に及ぼす光の影響 (ai)
或 る種の膠質の滲透壓に及ぼす光の影響 第二報
堀 場 信 吉
馬 場 日 出 男
の
著 者 等 は 既 に 本 報:文第 一 報 に於 て 或 る種 の 腥 質却 ち可 観 光 線 を 吸
牧 す る多 くの 膠 質 が 可 観 光 線 の 影 響 に よ りその 淫 透 壓 を 著 しく増 大
す る事 實 を 褒 見 して これ を 硫 化 砒 素 の ハ イ ドロ ゾル墨 の ゾル,コンゴ
ー レ ツ ドに就 て 實 驗 せ る結 果 を のべ 亨こ。 其 の後 炎 素 ゾ ル,金,銀の ゾル,
プ ロ シヤ青,ヘモ グ ロ ビ ンに就 τ 等 しく同 樣 の結 果 を認 め且つ 第 一 報
に於 て 水 酸 化 賊 の ゾルが この 光 効 果 が著 し くな い と述 べ九 が 其 の 後
の研 究 の結 果 等 し く同様 の 効 果 を 呈す る事 を認 め九 か ら今 此 等の 實
驗結 果 を木 報文 第 二報 と して こ 玉に報 告 す る。 コ ンゴー レ ツ ドの み
に圏 して鮮 細 の 研 究 は 李 田學 士 に よつ て 行 は れ プニ。 これ は 別 に第 三
ゆ
報 と して 報 告 す る。 。
賢 驗 装 置
實 驗 裝 置 は大體 前 報 文 に 逋 べ た と同.樣の もの で あ るか 滲透 歴 の 測
定 と同 時 に溶 液 の 電 氣 傳 導 度 の測 定 を行 ふ 事 の 出來 る様 に 漢 透 計 内
並 に外 液 管 の 内 に 白金 黒 を附 した 白 金電 極 を封 入 し且 つ 溶 液 の 濃 度
を一樣 な ら しめ る爲 め に攪 拌器 を 附 し丸 其の 裝 置 は 第 一 圖及 び 第
こ 圖 に示 す樣 の 二 種 を使 用 し牝。
装 置 【1](第一 圖)に於 て 『
紘Aは αな る電 極 を有 す る塗 透 計
』・..1}本窮31(1929)
2)穐3ai(1鋤 に柵 丈と順序を先にして腺 .した。





































物 理 化 学 の 進 歩Vol.4Na.1(1930)
(堀場信吉 嘱 楊日出男)或 る積の疹質の滲透匱に支ぼす光の影饗
陶
Bは 攪 拌 器,Cは 外 液 の 傅 導度 測 定 用の 電 極
Dは 外 液 面 を一 定 にす る爲 め にaな る刻 線 を有 す る器,此の












此 の裝 置 に よ る測 定 法 は 全 く第 一 報.




裝 置【II】{第二ｮ)1.於て は 裝 置 山 と異g.外液 管 内 に膠 質 溶 液 を入 れ
漆 透 計 内に は分 散媒(水}を入 れて 水 の 毛 細 管 内 の遐 動 を読 んで 澎透 壓
を測 定 す る。dは 濠 透 計Bは 攪 拌 器
一(原 級)一
暉 物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(堀囓}信吉 ・属楊日出男)或 る招の膠質の畄懸 壓に及ぼす光の影響(39)
Cは 電 極Dは ベ ク〒 冫寒 暖 計
Eは 外液 の 液 面 の高 さを 讃 む 爲 め に粍 の 目盛 を刻 ん
u毛 細 管
この裝 置[Iljを用 ひ る事 を 必 用 と しナニ揚 合 ば プ ロ シヤ青 の 如 く膜
、加水 分 解 の 激 しく・行 はれ て 外 液{水)の容 量 か大 で あ る時 容 易 に一 定 の
溶透 座 を示 さ な い場 合 に 於 て であ る。 裝 置[u】は 濠 透 計 内 に水 を入
れ る様 に しブニ践 め其 の 容 量 約7ccで あ るか ら速 に 膜 李 衡 に逮 して 一
定の 濠 透 壓 を示 す。 且 つ 装 置【1】で は 膠 質 溶 液 内 に は攬 拌 器 を 附 す る
事 が 出來 な い爲 め電 氣 傳 導 度 の 測 定が 不 正確 を発 れ な いが この 装 置
に於 て は 其 の 困 難 を 除 く事 が 出來 る。 然 し コ ロ ヂ オ ン膜 の 外 部 に膠
質 溶液 か あ る爲 め に壓 力 が 膜 の 外 部 よ9加 は るか ら コ ロヂ 才 ン膜 に
歪 を 生 じな い樣 に1Gの厚 さを 増 さね ば な らな い。 從 つ て 膜 の 透 過 度
が 悪 くな り湊 透 壓 の 測 定 の 績 果 か 裝 置山 に於 け る よ り もや 丶不 正 確
で あ る缺 點 を 有 して ゐ る。
法透 計 を 光 に て 照 射 す る方 法 は第 一 報 に逋 べ 牝 と全 く同襟 で あ る。
贄 驗 結 果
の淡 素 ゾ ル
ベ ンゼ ンを燃 や して 生 じ牝 煤 を と り フラ ス コ内 にて 減 壓 の 許 にて
赤 熱 す る事15時間,充分 に煤 の 中 に 吸 着 され ナニ物 質 を除 い?二後 これ を
取 り出 して瑪 瑙 の乳 鉢 で よ く摩 りつ ぶ し此 に 約1%の ゼ ラ チ ン溶 液
.を 加 へて更 に よ く摩O次 第 に ゼ ラ チ ン溶 液 を 加 へ て 糊 状 とな し最後
に約0・Od.%ゼラ.チン溶 液 に溶 か して ゾル を得 る。 ゾル の 腐敢 を訪 ぐ
爲 め に トル ェ ンを以 っ て 飽 和 させ る。yf液 に は傳 導度 水 にrル.エ ン
を飽 和 させ た もの をmひ 鵜 測 定装 置 は 第 一 を使 用 した.
一(原 耡 一
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(40) (堀揚信吉 ・馬揚 日出男)
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930).
或 ち種 の膠 質 の滲 透 壓 に及 ぼ す光0影 響
炭 素 ゾ ル
温 度zs.oｰc(ベ ク 〒 ン の 讀 みa.10り
潼 透 壓 電 氣 傳 導 度
度 滲暹壓 内 藩 外 部時 間 蕊 闇 ㌔、(1とIIと上り) 時 叫剽 齷 時 開 比傳導度
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温度を上昇せしむ lcCOP.M.〃 iss 1:82?.AI.3詫.4
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物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(黶・捌 言吉 ・瑪場 日掛男)或 る種の膠質の渉透壓に及ぼす光の影響 (41)
上 表 の緒 果 を 圖 示 す る と第 三 圖 に示 す如 くな る。 即 ちA點 に於 て
炭 素 ゾル は黜 π7π〔4℃の
水柱 以 下 同嗣 の 濠透 壓
を示 しτ ゐ るが 此 に 光
を投 射 す る畦 は其 の 濠
透 壓 は漸 次 上 昇 して 約
3時 間 半 の 後 に一 定 の
値40.57,mを示 す樣 に な
り其 の 後 は 照 光.を持 績
して も淫 透 壓 は攣 化 し
な い。 光 を噺 つ 九 瞭B
點1は湊 透 壓 は降 下 し約
'3哇間の 後 以 前 の 値 に
復 歸 し其 の 以 後 變 化 は
晤画 に於 け る 濠逶 壓 の
.自然 降 下
の 曲 線 を 示 す。
C點 は投 光 中 濠透.計の
.温度 の 上 昇 し牝 と同様
の温度 の變 化(0.2iｰ,を恒
.温摺
に 輿 へ 九 る點 で あ
るが 淕透 壓 の 變 化 は別
に著 し くな く照 光 に よ
.る溘透 黙 の 變 化 は 明か



























物 理 化 学の 進 歩Vol.4Na.1(1930)`






















































































しね 電 氣 偲 導 度 に就 て は ゾ
nは 照 光 に よつ て 其 の 傳 導
度 か 幾 分減 少 し?二様 で あ;,
が 濠 透壓 の 變 化 と或 る軍 行
閣 係 か 存 在 す るか 否 か は 明
か で な い。 此 は 博 導 度 の 測
定 を溶 透 計 内 に於 て 直:接行
つ ナこか ら不充 分 で あ り今 後
別 に測 定 を行 ひ度 い と思 ふ。
外液 の 傳 導 度 は 光 に よつ て
何 等 の 影 響 を 認 め な4`a
(2}金ゾ ル
0.3%の鹽 化 金(メル ク製}溶
液20ccを20Decに稀 釋 して
此 にoasrの 炭 酸 加 里 溶 液
を5.2ec加へ τ 中 和 し熱 し
て 丁度 沸 膿 し樣 とす る際 に
7*nvリ ン溶液1〔).lio)%Cs滴
加 へ・小 時 間 沸 隆 せ しめ る,
斯 く して 作 つ た ゾルの{00σσ
に 約0,G497のゼ ラ チ ン(メル
ク製 の もの を數 回電 氣 傳導
度 水で 洗 ふ〕を加 へ て溶 解 せ
しめ.減壓 の 許 に80ｰCに於 て




































































め のx透 壓 に麟 つ ナこ。
これ は 光 に よる瀋 透
歴 の増 大現 象 と銀 ゾ
ル の 自然 凝 固並 に光
に よ る凝 固 に歸 因 す
る溶透 壓 の減 少 が 同
時 に作 用 して 光 に曝
射 中 か くの如 き極 大
値 を示 し九 もの と思
は れ る。B融 で 光 を
断 て ば 淫透 壓 は念 に,
減 少 しT行 く。 此 の
實驗 に亭行 して行 つ
?こ電 氣 傅 導度.の測 定
で は 光 に曝 射 した際
ゾル の 電氣 傅 導 度 は
蔑 分y:P示 した か
稀 薄 の 銀 の ゾル の 光
に よ る凝 固 の 實驗(未
發 表}で罨氣 傳 導度 の
減 少 を 認 めて 居 るか
ら本 霞i駿を得 た る曇曾
大 は主 と しで温 度 上
昇 に歸 因 す る らし く
此 の 點 は 別 に研 究 を 進 め る。C點.は 光 に ょ り ゾルの 温 度 の 上昇 しナニ
L一(原 報)一
t'. 物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(細楊信吉 ・馬場 日出男)或 る糧の膠質の滲透壓に及ぼナ光の影岩 (")
1饗・
孟
の ゾル に就 て測 定 を 試 み ナ:。測 定裝 置はmを 用 ひ ナも 測 定 温 度30.0'C,
測 定 後 の 比 重1・0013,測定 數 字 は略 して其 の 結 果 を 第 四 圖 に 示 す。
A黔 に於 て 照 光 し?二A#wt初64.0働πを示 しナニゾル の 滲 透 壓 は 約n時
間 の後68.5mmを示 す 様 に なつ ナニ。 其 の後 は 照 光 を 績 け て も變 化 は 無
くB黠 で 光 を断 て ば淫 透 壓 は韓 下 し$.y2噂閥 の後 以 前 の 値 に復 歸 し
其 の後 は 曜 薗 に 於 け る 自然 降 下 を 示 す。 電 氣 傳 導 度 に就 て は 本 測 定
器 で は 照 光 に よ る著 しい 愛 化 は認 め られ な かつi_。但 し此 の點 は後 、
に詳 細 に 研究 す る事 とす る。C點 は外 液 を新 しい もの に取 り換 へ た
處 で あ る。 其 後 長 時 間{約18時間屠 處 に放 置 した 後 ゾル の 溘 透 壓 を測
定 し九處 約70飢肌の 程 度 に 上 昇 して ゐた。 此 は 保 護 膠 質 と して 加 へfニ
ゼ ラ チ ンの 幾 分 分 解 し?ここ とに よ る と想 像 せ られ る。 この ゾル に再
び 光を 投射 す る と〔D鞍〕光 に よ る潼 透 壓の 上昇 は 前 の 測 定 と全 く同槿
で あつ て 始 めil.5nanの淫透 壓 を 有 して ゐ髯 もの が.6.5mmの淫透 歴 を
示 す 様 にな つJ.。光 を斷 つP#約2晴 間 に して 始 め の 値 に復 歸 す る。
(3)銀ゾル
Bredigの法 で 作 つ た 銀 の ハ イ ドロ ゾル約500ccにO.lgrのゼ ラチ ー
溶 か し滅 壓 の許 で 約100ccに濃 紬 せ しめ る。 此 にrル エ ンを飽 和 せ
しめ て ゼ ラチ ンの 腐 敗 を 防 い だ」 外 液 と して は電 氣 偉 導 度 水 に トル
エ ンjeUE和せ しめ 完 もの を用 ひ ナこ。 測 定 裝 置 は[17eJFIひr.。測 定 温
度25ｰ。C測定 後 の比 重 は1.002.測定 緒 果 を 圖 示 せ ば第 五 圖 の 如 くな る.
此 の ゾル はや エ不安 定 のi_め潼 透 壓 は 暗處 に於 て もや 、著 しい 自
二.、然 降 下 を示 して ゐ ・・ 鰯 で 光 搬 射 す 鱒 此 の 揚 合 も著 しく韈
壓 は上 昇 す る。 始 め45bmmを示 して 居 つ た もの が 約2a.r間で50・2㎜
の壓 を示 す檬 に なつ た。 而 して 暫 く一定 値 を示 して ゐ 牝 か 光 に曝 射
中 で もiき透 壓 に漸 次 降 下 すnに なつ て.約6時 間 の 後 には殆 ん ど初
一(圧 報)一
?
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(堀揚信吉 ・馬携日山男)或 る種の膠質の滲透壓に及ぼす光の影響 (zJ
だ け恒 温 槽 の 温度 を高 め た 際 に於 け る測 定 値 で あ る。
〔4}水酸 化 鐵 ゾ ル
















































解 を 行 は しめて作 つ た。 初 め 之 を透 折 して 淕透 歴 の 測 定 に用 ひ様 と
試 み た が 其 の 濠透 歴 は 邇 折 中 に 甚 し く降 下 して 實驗 に適 しな い か ら
加水 分 解 してa_る もの を 其 のitiiiatに入 れ外 液 と膜 罕 衡 を 保 た
しめ其 の歌 懲 に於 て 光 の 影 響 を 測 定 しナ;。測 定 裝 置[几 ゾルの1ル重
1.0031濃度1.11%(重量)測定 温 度30。C,














物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)し
(堀場信吉 ・馬脅日出男)或 己種の膠質の漆透壓に及ぼす光の影響
最 初31,nmの淫 透 壓 を 有 して ゐテこブル は{A黝光 の曝 射 に よつ τ39r
P7の後 に34.5跏泥の 濠透 壓 を 有 す る樣 に なつ た。 此 の壓 は 照 光 中 は#}
績 して ゐ 弛。B黜 に於 て 光 を斷 て ば 約 一 時 間 孕 で舊 値 に復 晦 しナニ.
電 氣 傅 導 度 に對 す る 光のYiCSは本測 定 に は 明 には現 れ な かつ 牝。
◎ プ ロ シャ青 溶 液
黄 血盥 の溶 液 に鹽 化第 二鐵 の 溶 液k加 へ て作 つ 牝 ゾル を13日間価
日一 回 水 を取 り換 へ て透 析 し究 もの を 用 ひ?二.然 し裝 置[1]を用 ひて
實 驗 を 行s.uTは外 液 の 容 量 が 大 な る爲 め 膜 李衡 に遶 す る事 困難 であ
つ τ 淫透 座 の降 下 が 大 き く且 つ 電 氣 億 導度 が 極 め て 不 同 で あつ ナニか
ら裝 置[11】を 用 ひ裝 置[1]の外液 に當 る處 に ゾル を充 て 漢透 計 内 には
水 を 充 して 測 定 を 行 つ ナニ。 此 の 際 用 ひ た 水 の 量 は 約iGCの 程 度 で あ





















物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(堀鏘 吉 ・馬場口田男)或 る毬 ・』膠質の滲透壓に及ぼす光の影饗 (好)
るか ら速 か に膜 李 衡 に逹 して 濠逶 壓の 測 定 が 可 能 とな る。
測 定 温度35。C,測定 結 果 を 圖示 すれ ば第 七 圖 の 樣 で あ る。
5.最 初i$i.unの淕 透 壓 を右 して ゐY='Jriは{A黝光 の影 響 にて 極 めて
鹽 徐
々 に其 の 淫透 壓 を培 加 し約3"n9の 後8(腸㎜Lの 壓 を示 す・ 其 の 後
1.鰍 降 下 の 傾 向 を 示 し光 を斷 て ば(B點此 較 的 早 く以 前 の 齲 壓 に復
」.鱆 す る。 電 氣 傳 導 度 の 變 化 は 濠透 壓 の 變 化 とZド行 關 係 を示 す 様 で あ
るが 此 の婁 は 爾 ほ辞 綱 の 研 究 を要 す る。
⑥ ヘ モ グ ロ ビン
メNク 製 の ヘ モ グ ロ ビ ンの 粉 末 を瑪 瑙 の 乳 鉢 にて 水 を少 しづ Σ加
へて 糊状 とな し次 に 充 分 水 を加 へて 溶 液 とす る。 之 れ には 倫 ほ幾 分
量 不溶 性 物 質 を倉 む か ら脱 脂 綿 で 一 度 濾 過 し然 る後 フ ラ ス コ内 で減 歴
2一
して 泡 を取 り去 り實 驗 に 用 ひ旗。 實 驗 裝 置 は プ ロ ジヤ青 の揚 合 と同
5.
.職装 置an用 ひ牝。 ヘ モ グ ・ ビ ンの腐 敗 を 防 く'爲め()ｰC附近 で測
定 し彊 裝 置anを 用 ひ距 る際 の實 驗 の 一 例 と して その測 定 値 を 下
に擧 げ る.
^モ クRビ ン
測 定後 に於 け る試 料 の 濃度2.92%(重量」
濠 透 計 内液 置 氣 傳 導 度 水








電 氣 傳 導 度
????? ????
????? ????






















































































































































































































































































































上 記 測 定 結 果 を 圖 示 す る時 は 第 八 圖 の 如 く な る。 即 ち最 初99mmの
漢 逶 歴 を 示 し亡 溶 液 は 光 の 投 射 に て 約1時 聞 の;後105.5tmnの壓 を 示
すj...『に な り光 を 噺 つ 時 は 叉 約1時 間 の 後 再 ひ 以 前 のMに 歸 る.
一(原 穀)一
「 物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)


























可 幌 光線 を 吸牧 しな い騒 質 溶 液 は可 覗 光 線 の 投 射 に よつ て その 淡
透壓 に影 響 を及 ぼ さ な い事 を鏡 す る爲 め に特 に ゼ ラ チ ン溶 液 に就 て
=前逑 の諸 實 驗 と全 く同 樣 の 實驗 を繰 り返 して 見 鬼 メ ル ク製 ゼ ラ チ
ン0・14369Pを二 三 回電 氣 傳:導度 水 にて 洗 ひ100ccの傳 導 度 水 に 溶解
二し之
に トル エ ンをi飽智 せ しめ て 用 ひテこ。 外 液 は トル エ ンを 飽:和せ し
=貳めたる電氣傳 導度 水を用 ひ究,測 定裝置 はの測定後 ゼ ラチ ン溶 液の
督 臆 は1鋤13,測定 澱3嘸
1量 實驗 結 果 を 圖示 せ は 第 九 圖 の様 で あ
る。 即 ち光 の 影纒 は 全 く認 め一齷
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Bl硫化 砒 素 ゾ ル
既 に第 一 報 に於 て 硫 化 砒素 ゾル の 淫透 壓 の 光 に よ る影 響 を述 べ ナニ.』
か 爾 ほ 湊透 壓 の 光の 作 用 に よ る壇 加 の時 間 的變 化 を 明か に す る欝 め
此 の 實 驗 を 繰 り返 し弛。
實 驗 試 料 は 第 一 報 に記 載 し牝 る もの と.同一,實驗 温 度25.8'G實驗
結 果 を 圖示 せ ば 第 十 圖 の 樣 で あ る。 實 驗 裝 置n即 ち最 初65mm.の濠
逶 胚 を示 した る ゾ ルは 光 の 照 射 に よつ て(A點)漸吹 そ・の 濠.透歴 を 壇 加.
し約12時間 に して16〔}焜夥 の壓jJfer$に な り其 の 以 後 は 一 定値 を
とる事 を見 ナ㍉ 照 光 の許.162mmの渓透 壓 を示 して ゐ る もの に〔B點)光
を断 つ 時 は 再 び 濠 透 歴.は降下 して 約2δ時 間.の後 瞥 通 の 趺 態 に歸 る。
然 しllの際 の 濠透 壓 は尚.ほSOmmで.あつ て 照 光前 の値 に は復 碗 し.な
一(原 叡)一
?
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(堀場信吉 ・罵攝旧 出男)或 る租の膠質の滲透壓に及ぼす光り影響 (51)
い。 既 に 第 一 報 に




ゾル は マ ラカ イ ト
グ リー ン,工才 シ ン
等 の色 素 の酸 化 並
に硫 化 砒素 自身 の
加水 分 解 に よ り出
來 弛 硫 化 水素 の 光
に よ る酸 化 の敏 感
劑 で あ る事 を 蓮 ぺ
て ゐ る,依っ て 此 の
ゾル を 光 に 曝射 せ
鐸硫 化 水 素 の 加 水
.分解 で 硫 黄 の 膠 質
を 生す るか ら其 の
挫 透 歴 は 堆 加 す べ
ごきであ る。 然 し此
.魯の 變 化 は 不 可 逆 で
光 を断 つ 時 以 前 の
「,量衆態 に歸 らな い
o
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■
(5:) (堀場信吉 ・P;馨}口幽男)或 乙種の膠葺の滲透壓ド及ぼす光の影響
Freundlichの述 べ 弛 反 應 に源 因 す る こ とは 考 へ られ な い。 只 光 を噺
つ ナこ時 他 の ゾル の揚 合 と異.り光 を あ τ る以 前 よ りやL高 き濠透 壓 の
駄 態 に復 蹄 す る は 光 に よつ て生 じ牝 る硫 黄 其 の 他 の 物質 の爲 め と・思
は;1る。 電 氣 傳 導 度 の變 化.に就 て は本.賽驗 に 於 て は 直 接測.定した .る
電 氣抵 抗 の値 をあげ 裁11・ゆ デ1よ此 の ゾルの電氣 傳鞁 が光にN
増 加 す る事 をの べ其 の原 肉 々Freundlichのt3る硫 化 水 素 め 加水 分.
解 に よ り生 じた るボ リチ オ ン酸 に.sして ゐ る。F人 の 實驗 に 於 て 光
の 投 射 に よつ て 電 氣 慱 導 度 の櫓 加 を 宗 し約2時 間 に℃ 一 定 値 に逹 し
其 れ 以 上 照 光 をつSけ て も攣化 は無 い こ とを 認 めて ゐ る。 然 る に瀋
透 壓 は 電 氣 傳 導 度 か 一 定 の 値 に逹 して も尚 ほ 上昇 なつrけ 兩 者 のa
化 に李 行 的 の 關 係 を 認 め.られ な い.爾 ほ 光 を 斷 つ アこPM電氣 傳 導 度 の
鬢 化 は可 逆 的 で は無 い。
結 論
上 述.の諸 實 驗 を 邇 覽 す るに可 親 光 線 を 吸收 しな い膠 質 溶 液 は可 硯
光 線 の 投 射 に ょつ て 其 の 濠 透壓 に.何等 の變 化 を 及 ぼ さ な いか(ゼラ チ
ンの 例河 靦 光線 を 吸收 す る膠 質 に就 ては 吾 入 の 實驗 の範 圍 で は例 外
な しに其 の 濠 透 壓 を 増大 す る而 して其 の攣 化 は 光 の 曝 射 と同 時 に直
に一 定 の 塘 大 を示 す もの で な.くて時 間 と共 に 漸次 増 加 し數 時 闖 の 後
一 定 の平 衡 値 に到 逹 す る.。光 を断 つ 時 は 蓮 に漸 次 減 少 して再 び以 前.
の 値 に復 歸 す る。 この 新 効 果の 原 因.に魅 て は 牽だ 不 明 で み る.が其 の
變 化 の形 か ら見 て 單 な る物 理的 現 象 で な くあ る種 の 光化 學可 逆 反 摩
の樣 に 見 へ る。
1)賓 絵 裝置 の破損 に よ り電 氣 侍 導摩 の容 器恒 數 の測 定 が 出來 な かつ た か らで あa 。
2}J・ ㎞Ch㎝ ・S鳳 ・35・16.(3921.)
一(猿 .盟)一
曾
物 理 化学 の 進 歩Vol、4No.1(1930)
(堀禍信吉 ・馬場日出男)或 る積の膠質の滲透壓に及ぼす光の影響 (認)
り
膠 質 の 電 氣 傳 導 度 の 光 に よ る變 化 は此 を幾 分「認 め る事 が 出来 るか
未だ 淫透 壓 の 變 化 とZF行關 係 を認 む る事 か 出來 な い。
吾 人 の 見 出 した る新 しき 光 の効 果 の波 長 に よ る關 係 又 菫 外 線 を投
射 しナニる揚合 の.効果 に就 て は 目下 研 究 中 で あ る。 尚 上 述 の効 果 の原
因探 究 の 目的 か ら光の 曝射 の許 に於 け る腥 質 泣 子 の 數 の 變 化,ブラ ウ
ン遐 動 の 變 化,電氣 冰動 の變 化 等 目下 研究 を進 め つ Σあ る。
提 要
可 視 光 線 を 吸收 す る腰 質.溶液 か可 親 光線 の 曝 射 の許 に 於 て 其 の 濠
透 壓 の 壇 大 す る事 を 認 め これ を炭 素 ゾル,金,銀ゾル,水酸 化鐵 ゾル,フ'ロ
シヤ>rit:液』ヘ モ グ ロ ビ ン,硫化 砒 素 ゾル に就 て 實 證 し亡。
本 研 究の 研 究 費 の 一 部 は 東 照 宮 三 百年祭 記 念 愈 よ り補 助 を 受 け た。
こ Σに感 謝 の 意 を表 は す。
昭 和 五 年 三 月
り 最1T[S.Hoye.N.RDLa:(エH卵ql鰤3い22(19鋤 贓 の膠 質r:封して 光 に
よる電 氣傳 導 度 の.變化 を測 定 して ゐ るポ未 だ 決 定的 で な い・
f?一(原 級)一
1
